平成１９年度事業報告書

　　　　　　　　　　平成１９年４月１日から平成２０年３月３１日まで　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　特定非営利活動法人ヘルスアンドライツサポートうりずん（若夏）
Ⅰ　事業の成果・方針

1． 介護サービスの外部評価に関する事業は、平成１９年度より地域密着型サービスである認知症対応型共同生活介護事業所（以下グループホーム）及び小規模多機能居宅介護事業所の外部評価を実施した。グループホーム３３ヶ所は、評価が確定しワムネットに掲載したが、小規模多機能居宅介護事業所１ヶ所は平成２０年３月末に訪問調査を実施し、４月中に評価を確定しワムネット掲載の予定である。
＜評価審査委員会＞
1 第1回開催　平成１９年６月３日　１３：００～１５：３０　（評価審査委員５名参加）
事業所から「意見あり」の調査報告書内容や外部評価マニュアルの審議をお願いした。審議の結果、職員会議録の整備、家族の意見を表出する機会の確保、医療受診状況等について家族へ報告した記録の整備を当該事業所にお願いすることになり、評価審議会内容と訂正した調査報告書を送付し、評価が確定した。外部評価マニュアルについては、訂正の意見はなかった。
1 第２回開催　平成２０年３月８日　１４：００～１６：００　（評価審査委員５名参加）
評価が確定した３３グループホームの評価概要票、外部評価領域別達成率・まとめ・考察、家族アンケート集計表、外部評価実施後アンケート（グループホーム記載）のまとめ、調査報告書への「意見あり」等を報告した。アンケートに記載された家族の意見等のまとめは評価審査委員である事業所管理者等から、是非現場で公表したいとの要望があった。事業所にお願いした外部評価実施後アンケートは回収率６７％で、全事業所が「外部評価を実施して良かった」と回答していることから、評価審査委員会でも外部評価の意義や活用に高い評価を受けた。

また、外部評価領域のケアマネジメント項目の評価が低かったことや事業所に介護支援専門員が必置であることから、当日の午前、外部評価に係わった事業所に呼びかけ「介護計画作成学習会」を開催した。当法人調査員８名及び１５事業所から２１名の参加があり、参加者のほとんどが「理解できた」と回答している。
新設された地域密着型サービスの外部評価項目や内容の改正に伴い、新たに外部評価マニュアルを作成したことや本年度から新規に外部評価員５名が係わったことから、認知症ケア等の先進地である大牟田市のグループホーム「ふぁみりえ」に実習をお願いした。実習の体験等は外部評価に活かしている。また、以下の研修等を実施した。
　①　認知症の人と家族の会福岡支部主催「認知症の理解と援助」
2 当法人主催「グループホーム協議会の発足及び外部評価綱目について」

3 当法人主催「直方市における地域密着型サービスについて」

④　当法人主催「介護の現場から」　　

　　　　　　　　　　　　　　

今後も調査機関として、内外の研修等に参加しながら事業所の自己評価の補完となるべく、さらなる地域密着型サービスの発展に寄与する予定である。
2． 介護保険オンブズパーソン事業は本年度は実施なし。

3． 介護サービスに関する相談・研修会開催事業は、本年度は実施なし。

4． 介護サービスに関する調査研究事業は、「介護サービス情報の公表」の調査を平成１９年８月から平成２０年３月まで調査員２９名で、本年度から開始された通所リハビリテーション、訪問リハビリテーション、介護療養型医療施設等を含む１２種類の介護サービス事業所で３４１件実施した。

　　平成１９年５月２２・２４日、福岡県社会福祉協議会主催の「公表調査員の質の向上及び調査事務を均一に、公正に実施すること」を目的にしたフォローアップ研修が実施され、全調査員が参加した。また、調査機関として調査をより円滑にするために「調査員としての接遇」の研修や、調査項目の理解を深めるための連絡会等を８回開催した。
本年度の苦情等は介護サービス事業者、公表センター、福岡県介護保険課から、公表制度関係１０件、調査関係２２件、公表情報関係５件、その他３件である。平成１８年度と比較すると当法人担当者等への苦情等は６件と減少しているが、調査の際の苦情等は３２件で昨年同様に多い。
　　　平成２０年度は介護予防サービスを含めた３０種類の介護サービスの情報が公表されるため、さらに調査項目等の理解を深め、「介護サービス情報の公表制度」が地域に周知され、利用者等のサービス選択に資する調査が求められる。
5． 介護予防に関する講習事業は、本年度は実施なし。

6． 介護予防に関する調査研究事業は、本年度は実施なし。

７．保健や福祉及び介護情報や知識に関する出版物の発行事業については、平成１８年６月にホームページを開設し、随時更新をしている。研修予定や活動報告等を掲載した「うりずん通信」を年４回発行したが、今後は定期的な発行や通信に対する会員の声等のコーナーを設置予定である。
8． 男女共同参画社会促進に関する相談・講習事業は、直方市が公募した男女共同参画に関する市民企画講座に応募し、直方市と共催で講演会を３回開催した。

①　「年金についてしっかり学ぼう－年金制度、年金分割を知っていますか？－　」

②　「幸せな人生を送るために！－仕事と生活の調和を考えながら自分らしく生きよう－」

③　「介護の現場から－今、もっとも必要としている男性のおもいやり－」

　　　延べ１３４名（会員４５名含む）の参加者の研修後アンケート回収率は６７％で、ほとんどの参加者が「大変よく理解できた」、「理解できた」と回答している。今回の研修会の目的であるワ－クライフバランス（仕事と生活の調和）について理解していただけたと考える。特に、「介護の現場から」はグループホーム管理者を講師にお願いしたことから、外部評価を実施した事業所からも９名の参加があった。
　　　　今後も、ワークライフバランスが実現できる地域づくりを他機関と協同する予定である。
９．子どもの健全育成に関する相談・支援事業は、「野菜畑で親子で遊ぼう！－親子で遊びながら『食育』を考えよう－」を企画したが、第１回は雨のため参加者７名で種まきをした。その後、植えた作物が雨のため生育せず、第２回は事業開催が望めないことから中止とした。今後は事業目的を明確にするとともに、実践可能な企画が望まれる。
Ⅱ　事業実施に関する事項

(1) 特定非営利活動に係る事業（平成19年4月１日～平成20年3月31日）

	　


	事　業　内　容
	実施

日時
	実施

場所
	従事者の人数
	受益対象者

の範囲及び

人数
	支出額

	介護サービス外部評価に関する事業


	地域密着型サービス外部評価事業
	平成19年

4月～
平成20年
3月
	福岡県
	10人
	地域密着型
サービス事業所34ヶ所
	(千円)

3,686

	介護保険オンブズパーソン事業
	介護サービスに関
する相談及び権利
擁護
	実施なし
	
	
	
	0

	介護サービスに関する相談・研修会開催事業
	介護サービスに関する講演会
	実施なし
	
	　


	
	　 0


	介護サービスに関する調査研究事業
	「介護サービス情報の公表」調査事業
	平成19年
8月～平成20年
3月
	福岡県

北部地域
	29人
	介護サービス事業所

341ヵ所
	12,792


	介護予防に関する講習事業
	認知症予防・介護予防講座
	実施なし
	
	
	
	0

	介護予防に関する調査研究事業
	介護予防に関して事業の参加者や一般からの聞き取り及びアンケート
	実施なし 
	
	
	
	0

	保健や福祉及び介護情報や知識に関する出版物の発行事業
	①「うりずん通信」の発行

②ホームページの更新
	年４回

随時
	
	　

3人
	①会員と一般に発行　


	　35


	男女共同参画社会促進に関する相談・講習事業
	男女共同参画社会推進に関する講習会３回
	平成20年　2月　2日

3月　1日
３月15日
	直方市中央公民館

ユメニティのおがた
直方市男女共同参画支援室
	　

６人
	会員及び一般134人
	162


	子どもの健全育成に関する相談・支援
	子育て支援に関す

る講座「野菜畑で親

子で遊ぼう！」

	平成19年
6月23日
	会員所有の畑
	3人
	一般及び会員8人
	15
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